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東アジア文化と過程学(I)
金 采沫
上西欧入の宇宙体験と文化意識
去る 20世紀は資本主義、社会主義、共産主義といった政治的経済的思想によって
支配されていた時代だというならば、これからの 21世紀は文化に関する思想にとら
われる時代として診断される。言い換えれば、 21世紀の時代的理念は文化 J思想にな
るだろうということである。その理由は、大体次のように説明できる。
産業革命以来、たゆみなく資本主義とか共産主義などの実現を過す産業化 (the
industrialization)の道を推し進めてきた西欧の先進国がそれらを実現し、産業化の
限界性を自覚するようになったのは、 1960年代前半と言われている。それに対し
て、その産業文明を積極的に受け入れ、その国々の後を追ってきた日本の場合は
1970年代前半に、韓国の場合は 1980年代後半にその限界性が自覚されたと捉える
ことができる (2)。
西欧人における産業化の元来の趣旨は人間の絶対貧困状態からの脱皮のための物
品の大量生産体制を確立するところにあったへしかし、産業化を過して形成され
た商品の大量生産体制は、まず資本家中心の社会体制と労働者中心の社会体制を作
りだし、結局国内外の社会を二つの体制へと両分化させていった。その結果、その
国々の内部は 19世紀初めから資本家階級と労働者階級との関争の場となった。そ
のような闘争の過程で西欧人たちは 20世記後半に入り、 62年のキューパ危機など
を通じて地球上の全人類を核の恐怖に焔れたのである。それだけではなく、産業化
の目的を達成する手段としての物品の大量生産体制は、人間の絶対貧困状態からの
脱皮という目標を達成したにもかかわらず、目標達成の過程で相対的貧国状態を惹
き起こしてしまった。以上のように産業化が展開するに従って、その産業化に対し
て否定的立場が提起されるようになった。全世界を核の恐怖の中に陥れた 62年
キューパ危機、 1963年アメリカのケネディ一大統領の暗殺、同年からのヒッピ一族
の活動開始、 1967年のヒッピ一文化流行及び大学紛争などがその異体的な実例であ
る。
西陣;人たちは、 20世紀後半に入り産業化の過程で、このような歴史的な事件と
社会的な状況に直面しながら、他方ではまた異なる次元の文明史的事件を経験する
ようになる。 1950年代後半中葉からの米ソ両陣営の大気圏外への宇宙進出が、まさ
にそれである。この宇宙進出は、次のように成立した。まず、ソ連が 1957年 10月
最初の人工衛星発射に成功した。すると、アメリカも次の年に人工衛星第一号の発
射を成功させた。その後、 195臼9年にはソ連の人工f衛孝詰i星星.第二号が丹に着i睦荏した。次の
年196ω0年4J丹ヲにはアメリカの人工工:t衛与詰?星タイロス一号が大気闇外の超高空で
面;撮最影に成功し、次の年6臼1年4月にはソ連が世界最初の有人宇宙船を発射射‘した。こ
のようなー述の宇宙探験過程を経て、 1969年アメリカの有人宇宙船が無事に月に着
陸したのだ。
このように産業社会といった物品の大量生産体制がもたらした資本主義体制と共
産主義体制を土台にした、米ソ二大陣営の 1960年代末までの宇宙開発は全人類の関
心を地上から大気圏外の宇宙へと追い立てた。それで人間に人類の共存している地
球の姿を見せることによって全世界を対立的関係から友好的関係へと転換させて
pった。 1960年代後半に西欧におけるこ大陣営が冷戦から解凍へと転換したのがそ
の例である O 宇宙への進H~，がもたらしたのはこれだけではない。このような宇宙体
験過程で宇'占の中の地球とその上で存在している自分たちの姿を直視することに
よって、人間たちは自分が地上における万物の霊長だという人間中心的視角を捨て、
無限の宇宙の中の一つの存在に過ぎないという宇宙中心的視角を立てていくことと
なった。このように西部;で人間中心的視角を解体し宇宙中心的視角を定立していく
に従って、それ以前の人間中心的視角を通して確立されてきた既存の産業化は、そ
の操界性に直面したのだが、それはもう一つの新しい段階へと転換をもたらすこと
となる。
物品の大量生産に適合する社会体制を保ってきた産業社会は、 j夕、とのような新し
い次元の字詰体験を通じて所謂後期産業社会 (thepostindustrial socie旬)と呼ばれる
社会へと転換してきた。人間の新しい次元の宇宙体験が産業社会を後期産業社会へ
と転挽させたとするならば、後期産業社会の特徴は人間の新しい次元の宇宙体験に
対する内容から見出せるはずである O 前にも述べたように、人間は大気箆i外の宇宙
に進出し、そこから宇宙の中で人間が存在している地球を見ることが出来るように
なって、初めて人間自身を宇宙の中の一つの取るに足りない存在として認識できる
ようになった。当時、産業社会を生きていた西国;人におけるこのような認識は、次
のような認識を引き起こした。過分な人関中心主義に対する自覚意識、地球上にお
ける人間の共存意識、過分な分化現象に対する自覚意識、宇宙の中の生命意識など
がそれである。より具体的に言えば、人間はまず自分たちの位置している地球が宇
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宙の中のあの月のようにひょっこり浮かんで、いる存在だという事実を確認し、自分
たちが広大無線の宇宙'の中の一つの価値のない存在に過ぎないことを倍って、自分
たちの持っていた過分な欲望や野心を浄化させていった。次に、人間は自分たちが
一つの球にすぎない地球の上で一緒に共存しているという事実を確認して、この宇
宙の中の向ーの運命共同体だということを時かめるようになった。それで、それま
で対立的で闘争的であった人生の態度を止揚し、和合的な人生の姿勢を取ろうとす
る方向へと変えていった。そして、人間はまた自分たちが震かれている地球の姿を
見て、地球上の人間と自然、西洋と東洋などが一つに見え、その迷いが不明瞭だと
考えることによって、分化を止揚し総合的な視角を取るようになった。最後に、人
間はこの宇宙の中で自分たちと同じ形態をとる生命体という存在が自分たちの外に
いないという考えを持つことで、生命に対する意識とともに、生命体としての人間
がこの宇古の中で生存していくための手段としてつくられた文化を新しい次元から
自覚するようになった。
西欧人の新しい次元の宇宙体験を通じたこのような意識転換は、その結果として
自分たちの産業社会を後期産業社会へと転換させたのである。後期産業社会とは、
まず経済的側面から接近してみる時、基本的に産業資本家である生産者中心の社会
から消費者中心の社会へと転換した社会だといえる O つまり、後期産業社会におけ
る生産者は商品の量的追求を止揚し、質的向上とサーピス活動を通じて消費を助長
して絶対的貧弱から抜け出してきた人間を相対的貧留に追い立て、一方、消費者は
このような良質の商品とサービスなどを通じて文化的生活を実現していった社会で
ある川政治的側面においては、資本主義体制と共産主義体制の対立が瓦解した社
会である。住民たちが住民運動を通じて政治的問題を解決していこうとする社会で、
ある。自然科学と人文科学の匿分が不明瞭になり、人文科学分野においても各領域
の区分が不明轍になった社会である。
このように後期産業社会は、既存の生産中心の資本主義体fljJによって作り出され
た経済的政治的学問的体制が解体されて、消費中心の社会へと転換していった社会
である。消費中心の社会における一番典型的な文化的な行為は、消費行為に違いな
p。このような意味で、後期産業社会は消費社会で、ある (5)。
今までの消費文化社会としての後期産業社会は、ポストモダニズムとポスト構造
主義というこつの用語で、特徴づけられる。ここでポストモダニズムとは、後期産業
社会の文化的特徴を表現様式の特徴から捉えた言葉である。後期産業社会の表現様
式の特徴は、建築物、家具、服装などのような生活用品や彫刻品、絵画、文学作品
などのような芸術品からたやすく見出すことができる。ところで、このような表現
様式の特徴は、後期産業社会以前の産業社会、長IJち産業革命以後大量生産中心の産
-19-
業化を志向してきた社会が作り出したものと比較を通して捉えたものであるゆ。こ
の場合、ポストモダニズムの表現様式を作り出した後期産業社会と対照をなす産業
社会は、産業化過程でできあがった社会、または産業化された社会を意味する ο
従って、西欧で 1960年代から始まった後期産業社会に対立する産業社会は、プロテ
スタントたちによる産業革命の始まった 1760年代以後の社会を自称する言葉であ
る。このように見る時、厳格に言って産業社会とは、時期的に 19世紀社会だとも言
えるし、 20世紀前半の社会とも言える。翻訳語「産業社会Jの原語である‘the
industrial socie句f という用誌は、その内容上においても罰法上の側面からも、‘the
modern socie旬'という言葉に対応させることのできる言葉である。それは 'the
modern society' が「近代社会jと翻訳され、産業革命以後の社会を示したり、 f現
代社会jと翻訳され、 20世紀以後の社会を示したりすることもあるからである。
次のポスト構造主義という用語は、後期産業社会の!時代的理念や思想の特徴から
捉えた言葉である。従って、この言葉は西散における後期産業社会の形成過程で一
般化されてきた文化とその文化的特徴を一貫する思想を自称する言葉である。この
思想、を導いた者としては、知識革命と呼ばれている 1968年フランスの5月革命を前
後にして現れたジャック・デリダ(JacquesDerrida， 1930 ~ )などが挙げられる。
彼は、知識革命のその前年に出版した三巻の本、 f声と現象Jrエクリチューjレと差
fグラマトロジ-Jを通じて西欧の現代文明に対する知識人の晃解を表明した。
それによれば、西欧の現代ヨーロッパ文明はキリスト教の形而上学的世界観を土台
にして成立した文明であり、そのキリスト教の形而上学的世界観は、キリスト教で
神と言葉とロゴスを!司じ次元のものとして見ているように、言語が言葉と文字から
なっているものとする時、言葉を基礎として成立した世界観であるの。デリダのこ
のような考えは 20世紀初め宜ソシュール (Saussure，1857 ~ 1913)の f一般言語学
講義』などによって提起された、言語の構造を素材として社会現象や文化現象を分
析する立場にある構造主義と関連して出てきた。ソシュールの把握した記号の基本
構造は、言語記号を始めとしたすべての記号は、記号内容 signifieと記号表現
signifiantからなっているという立場に依拠する。
ソシュールのこのような記号観は、言語をもっとも典型的な記号として把握し、
その言語記号の音韻法則の分析を通じて得られたものである。デリタによれば、西
間;の神と人間、霊魂と肉体、唯心論とi唯物論、資本家と労働者などのような二元論
的論閣は、キリスト教の二元論的世界観の根本にある言葉の、このような二元論的
構造に基づいている。しかし、言語の原形は意思を伝達する言葉のような聴覚記号
に基づいたものではなく、映像を刺激させ映像それ自体に基づいて成立した文字の
ような撹覚記号に基づいたという立場を取っている O 西欧の現代文明が巽なる文化
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留の人間にも受け入れられる普遍性を確保するためには、聴覚記号に基づいて成立
した西欧のヨーロッノt中心の二元論的世界観を解枠させなければならないという立
場を明らかにしている (8)。そして、彼は商敏人たちがそのような二元論的世界観の
異体的な解体方法として言葉中心の聴覚記号観を捨て、文字中心の視覚記号観を受
け取らなければならないという立場を提示した。彼は、このような立場を基礎とし
て f文字学jと翻訳することのできる fグラマトロジ (Dela Grammatologies) 
を提示するようになった。従って、この fグラマトロジという名称、は聴覚記号
観を基礎にした談話理論Discoursのナラトロジ-N紅白tologyに対比させてつけら
れたものと把握される。
1.現代西欧社会における文化現象と意味現象
デリダは fグラマトロジで絵文字を言語記号の原形として把握し、それを通
して言語記号現象の核心だと言える意味作用signi五cationの原理を究明し、全ての言
語は記号内容と記号表現からなっているというソシューjレの言語記号観を解{本させ
る。それによると、文字Aがある意味を示そうとするためには、まずそれが他の文
字と差異があると認められなければならない。その差異が認められてこそ始めて、
絵文字Aは意味を持つことができる。このように言語記号の意味は、差延、 &1ち差
異の自覚過程 differanceを通して生じるゆ。言い換えれば、ある記号は他の記号と
の差異が自覚されたとき、初めてその意味が作られるのだ。そのような意味で記号
は、その記号国有の意味を持っておらず、内容と表現からなっているという二元論
的言語観としては説明されないのだ。
だから、デリダのような視覚記号論者によれば、 λ摺が一つの記号から意味を生
成するためには二つの条件が伴わなければならない。まずーっは、認識主体の意識
がある記号から記号A側に空間的移動を行わなければならず、その次に認識主体の
意識がその移動を通して他記号と記号Aの速いを感知しなければならな~ i 0 認識主
体の意識がある認識対象から認識対象Aに移動する過程で、認識対象Aの意味が生
成されるのだが、その現象は次のように説明できる。
認識主体によるある認識対象と認識対象Aとの遣いの感知は、言うまでもなく認
識主体が認識対象Aと接触し、認識主体が認識対象Aに対して下す判断の結果によ
るものである。だとすれば、認識主体が下すその判断行為の本質は何なのか。認識
主体の判断行為とは結局、認識主体にとって認識対象がどんな意味を持つのかに関
する判断である。それで、その判断はまず認識主体が認識対象の特徴を把握し、次
にそれが認識主体自身とどのように関連しているのかを把握する過程を通して成立
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する。自身と認識対象の関連性に関する、認識主体の関心の本質は、認識主体がど
のようにすれば認識対象と一つになれるのか、それともっと調和のある関係を結ぶ
ことができるのか、あるいはそれと調和することができるかどうかについての関心
である。このように見たとき、認識主体における意味作用の本質は、認識主体が認
識対象と調和を追求してpく方法であると同時に、その方法によって調和が実現す
る過程で認識主体が存在意味を享有する仔為として理解される。
後期産業社会は来世を否定し、現世を重要視する世界観に基づいている社会であ
る。このような世界における人生の目的は、人間の世界を構成する具体的なものと
接触し、その過程でその意味を読み出し、それを享有していくところにあると定義
することができる州。このような人生の過程における我々の願いは、より豊かな意
味の享有であるに間違いない。だとすれば、西欧の後期産業社会における理想的な
生き方とは、どのようなものであるのか。人間が豊かな意味を享有するためには、
人間はまず具体的な対象と接触を持たなければならない。次に現在の接触対象から
可能な限り多くの対象へと認識を移動させ、接触対象の遠いを意識し得る幅広い知
識を蓄えていくことが必要である。
西欧における後期産業社会の人間は、このような方法を通して人生を実現してみ
ようとした人たちである。後期産業社会に至って浮上した文化に対する関心の一般
化は、このような生き方を通して成り立ったとみることができる。この意味で、人
生の意味を満1喫しようとする西献の後期産業社会の人j習は、生産中心の経済体制よ
りは消費中心の経済体制を選び、生産の勤勉性よりは消費の美徳を享有していった
のであるは1)。彼らはまた、政治・経済・社会面などで自分たちを制約する既存のあ
らゆる体制を解体し、より多くの多様な情報との接触を通じてより多様な多くの知
識を取得するために多様なジャンルの壁を崩したのだ。より多くの多様なものと出
会うために、国境と文化圏を越え旅立つので、ある。従って、後期産業社会における
このような人間の存在意味の享有方法によって作り出したものは、脱中心的で、非
対称的で、流動的なものであった。しかし、このような人生の生き方の特徴が繰り
広げられていくに従い、 1990年代に入っては、それらが人需の次元ではそれ以上意
味を把握できないものとして認識されることよって、ポスト構造主義やポストモダ
ニズムに対する批判が起こり始めたのである (12)。それは、西欧の後期産業社会から
の脱中心、非対称、流動性が限りなく拡がり、それ自体を無秩序なものとして理解
することによって、それらがこれ以上美的意味を呼び起こすことができなくなった
からである O だとすれば、我々は西欧の後期産業社会の哲学的根拠を提示したポス
ト構造主義の限界性をいかにして乗り越えられるのか。
上で、把握したようにポスト構造主義の限界性は、人間の意識と意識対象の関係の
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中で起こる意味作用から見出すことができる O 前で推定したように、人間における
意味作用は、人間の意識と意識対象の接触過程で起こり、また人間の意識が異なり
合う意識対象を移動していく過程で、作られる差異自覚の過程で生じる。従って、人
間が限りなく存在の意味を享有するためには、想像を通じようが動作を通じよう
が、人間の意識は絶えなく異なり合う対象へと移動しながらその違いを自覚してい
かなければならない。もし人間の意識が意識対象を移動することができなくなれ
ば、あたかも夜の海を航海する場合のように退屈さを感じるであろう。一方、人間
が意識対象たちの間を移動して行くといっても、もしその速度があまりに速くて認
識対象の遣いを自覚できなくなれば、日目玄を起こして意識対象の配列を無秩序だと
感じるはずである。
人間の意識が異なり合う意識対象の間を移動していけなくなる場合がある。それ
は、次のような二つの場合である。一つは、人間自らが自分の意識を移動させる力
がない場合である。例えば、想像作用が不可能だとか、本や自分の周i習を見る力が
ないとか、歩いたり走ったりして事物を見る力がないとか、乗って行く船や自動車
や飛行機がない場合である。もう一つは、想像力を発揮しでも想像する対象がない
場合とか、または移動の擦に侭かを見る力はあっても見る対象がない場合であるも
ここで筆者の論じたいことは、西欧の後期産業社会の人間たちがk)、上のような場合
に亙面することによって、結局、ポスト構造主義の限界性を白ら呈するようになっ
たという事実である。それでは西欧人にとって意識対象の差異を認識しようとする
ある欲望のようなものがないとか、ある差異を意識する事物がないというのはどう
いうことなのであろうか。それは結局彼らによって彼ら自身の生き方とか価値観の
ようなものが要らなくなったということを意味するのではなかろうか。ある人間に
おける彼らの生き方とか価値体系とかというものは何らかの形で彼ら自身の控界観
に基づいている。だとすれば、それはほかならぬ西歌人自身の世界観が変ったとい
うことを意味する。だとすれば、人間はどのようにして消費文化の限界性を乗り越
えて限りなく存在の意味を享有していけるのか。
人間における文化的活動を、環境に対する適応活動とか環境とより理想的な調和
関係を追求しようとする活動とかで把握してみるならば、後期産業社会における環
境とは消費中心社会の環境である。より具体的にいえば、産業社会以前の文化は自
然環境に対する人間の適用体系であり、後期産業社会以前の文化は生産中心社会に
対する人間の適応体系であり、後期産業社会に入ってからの人間の文化的活動は消
費中心社会に対する適応活動であるといえる (13)0 
だとすれば、後期産業社会における人間の文化的活動は高品消費活動を主軸にし
て成り立ったといえる。ところで、人間が消費中心の社会に適応していくというの
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はどういうことなのか。消費とは、生産者によって作られた商品を消費者が買って
使用する行為をいう O 消費中心の社会における人間の生の意味は、様々な生産者の
生産商品を消費してpく過程で生み出される。この場合、消費者の消費過程は多く
の商品からその商品開の違いを発見し、自分たちに適うと思われるものを選び、そ
れを使用し、ある時点に至つてはそれを捨て、再び適ったものを購入し使用してい
く過程である。この過程のiやでもっともスリルのある瞬間は、使ったものを捨て
て、それよりもっとよいものと考えられるものを購入する瞬間である。しかし、消
費者の毎日毎日がこのようなスリルのある瞬間で点綴するものではない。彼らの大
部分の時間は、よりよいものを購入するために、いつも商品の違いを自覚していく
瞬間で埋め尽くされている。よりよいものを探すために消費者はあちらこちらを
きょろきょろと見回す。この商庖あの商j吉、この都市あの都市、この底あの国を歩
き回る。ショッピング旅行に出るのである。消費者は、あちらこちら訪問していき
ながら、あれこれの遠いの分別を通して、その価値を感じ、人生の意味を感じる。
後期産業社会における人閥の文化的活動は主に、このように商品と商品との遣いを
探し出すために利用する交通手段を通じて成り立つ。
このような側面から考えてみた場合、西欧の後期産業社会の一つの時代的理念だ
といえるポスト構造主義がその限界性に藍面するに至ったのは、後期産業社会にお
ける人胞の意識対象である様々な商品とそれらの差異を知覚しようとする意識作用
の持続を可能にするものの面において、その限界性が現れたことを意味する。だと
すれば、これから人間は、どのように商i款の後期産業社会における消費文化の限界
性を乗り越えながら、限りなく人生の意味を享有していくことができるのか。この
ような隙いは、現在の西歌人に投げかけられており、さらに我々東アジア人にも投
げかけられている悶いでもある。
前でも言及したように、現在東アジアは日本を始めとし、 1960年代後半から生
産中心の産業社会体fpljの限界性に対する自覚を通して消費中心の後期産業社会に
入っている。東アジアは、近代以後ず、っと西欧から生産中心の産業社会体制と生産
泊勤中心の生活/¥ターンを受け入れてきた。 1960年代以降も東アジアは、西i款の
消費中心の後期産業社会体制と消費中心の生活パターンを受け入れてきた。ところ
で、現在西|款の後期産業社会は、自分たち中心の人類文化建設に対する限界性を解
体させなければならないという立場を取っている。だとすれば、その代案は何なの
か。いかなる代案を通して西欧は自分たちの西獄中心の文化体制を解体させようと
するのか。その代案とは、言うまでもなく自分達のキリスト教文化圏以外の全地球
上の異なる文化臨を受け入れ、そこから取り出したものを土台にして人類共同の普
通的文化体制を定立させ、それを通して西欧人が自分たちの生を実現させていくも
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のしかない。しかし、西歌人は、そのような代案を持っていないようだ。彼らがた
とえそのような代案を持って自分たち中心の文化i惑を解体させていったとして也、
彼らがそのような代案を実現させていくためには、長い時間が必要とされるかなり
多くの段階を経なければならない。だとすれば、西敏から後期産業社会体制を取り
入れてきた我々東アジア人はこの時点で何をどうしたらいいのだろうか。
fi.西欧のポスト構造主義と 21世紀東アジア
西欧の後期産業社会の思想的背景となったポスト構造主義の思想家たちは、自分
たちの形而上学的世界の基盤であった言葉に基づいた聴覚記号観を捨て、文字を土
台にした視覚記号観を受け入れた。これはどういうことかというと自分たちの形而
上学的世界観に基づいて成立したヨーロッパ中心主義の社会体制を基盤にしては、
自分達がこの地球上で、これ以上人類歴史の主導権を取りつづけていくことができな
pという事実を悟ったからだと思われる。それで、西欧の現代知性人たちは自分た
ちのヨーロッノf中心主義の土台を担否し、異なる文化留の人間にも適応できる、よ
り根本的な人間社会秩序の土台を追求していったのだ。その結果、彼らは今まで自
分たちの白色神話の基礎を提示した彼らの聴覚記号そのものの中からイメージを見
出す。そうすることによって彼らはそのイメージの感じ取れる視覚的現象より言語
の起源を探し出したのである O そして彼らは視覚記号である文字より絵文字を取り
出したのである。しかし、惜しくも彼らの関心はその形象の母体までは至らなかっ
た。言い換えれば、彼らは形象の向こうにきらきらと輝くその原形までは見付けら
れなかったのだ。形象の母体とは、大自然の世界を構成する自然物である。つまり
彼らは自然物の世界までには、その関心を広げることができなかったのだ。キリス
ト教文化圏の西欧人は天国と地獄、霊魂と肉体などの二元論的世界観に基づいて事
物を認識する傾向があったため、人間の精神現象の結果として現れるイメージとか
文字または絵文字などというものが自然物の形象とはまったく別の世界の物と認識
してしまうことによって、それらを結び合わせて考えることができなかったのであ
る。つまり彼らは自然物の形象を絵文字の起源と見なすことができなかったのであ
る。ここで筆者の言いたいことは、西部;の現代知性人が自分たちの形市上学的世界
観の土台を解体させたとは言え、その下に敷かれていた自然の世界とその世界を構
成する物の形象を一貫するある秩序や法員IJにまではその関心が及ばなかったという
事実である。その結果、西欧のポスト構造主義はその限界性に直面するしかなかっ
たのだ。
だとすれば、我々はここで何をすべきなのか。西欧の知性たちが西国;中心の世界
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を解体しようとした意図は、決して自分たち中心の世界を放棄することを意味する
のではない。その意図は、文化思想中心の時代に全地上の全ての文化問を一貫する
普遍的秩序を自分たちの手で発見してみようとする試みによる志のであっ'た。しか
し、彼らにとってそのような試みは決してたやすく得られることではなかった。そ
れは西郡;人が白然物との精神的接触経!験があまりなかったため色々の巽る文化閣で
なしている地球全体をいっぺんに自分達の心のなかに入れることができなかったか
らであろう。我々は、去る 1世紀の間にわたって彼らの研究してきた結果を見たと
ころ、彼らがそのようなことを成し遂げることができないという事実をよく知って
いる。それではどうすればいいのだろう。東アジア人が出るしかないのではないか。
事実、そのことを成し遂げるためには、彼らよりも我々東アジア人がはるかに有利
な立場に留かれているからである。
現在、我々東アジア人は産業社会が作り出した産業文化の中で生きている。とこ
ろで、我々が享有している産業文化は英国、フランス、ドイツなどの近代西ヨーロッ
パ人によって作り出された文化である。だからと言って、近代西ヨーロッパ人がそ
れを独自に作ったのでは決してない。それはスペイン、ポルトガル、イタリアといっ
た近Ilt西南部及び南部ヨーロッパ人が遂げたルネサンス文化を西ヨーロッパ人が弔
り入れて作り出した文化である。近世西南部及び南部ヨーロッパのルネサンス文化
も同じである。ルネサンス文化は、近世西南部及び南部ヨーロッパが中出後半オリ
エント地方への十字軍遠征を通じて取り入れた文物に基づいて作り出したものであ
る。それ以前の、ローマ、ギリシャなどの中世東南部ヨーロッパのキリスト教文化
も、その中m東南部ヨーロッパ人が東地中海地方の文化を取り入れることによって
成立した。
現在、我々の享有する産業文化の成立と展開過程をみると、それらの各段階は以
上のように、各段階の産出主体勢力がまず外部の他文化から侵略を受け、それを追
い出す過殺でその侵略してきた他文化よりさらに普遍牲のある強い文化を生み出す
ことによって成り立ったのだ。このような事実を考慮、してみると、西散人によって
作られた産業文化よりもさらに一般化できる普通的文化は、今後東アジア人たちに
よって生み出されると思われる。今まで東アジア人たちは、古代ギリシャ人、中世
ローマ人、近世西南部ヨーロッパ人などと同じく、まず隣接する強い他文化函から
綬略を受け、それに打ち勝・とうとする一つの方法としてアメリアや西ヨーロッパの
ような西洋の強い他文化圏へと留学し、そこで彼らの強いところを学んできたので
ある。このような意味で、西殴よりも現在の東アジア人が全地 tを相手に一つの普
遍的な文化を生み出せる有利な与件に位誼しているのだ。
この外にも東アジア人にはもう一つの有利な与件が与えられている(l九先古代以
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来ず、っと東アジア人は、後期産業社会以後西歌人たちの探求してきた文化的生き方
を追求してきた。また、同時に、西臥の後期産業社会の探求しつつあった産業文化
を引継ぎ、それを我々東アジアの文化的遺産と融合させてきた O そして、現在東ア
ジア人は 21世紀の全人類に無理なく受け入れられるあるものを見つけだすことの
できるある!底力をt寺つようになった。
現代東アジアが、このような有利な与件を持っているという意味で、これからの
21世紀は東アジア中心の世界が展開されるであろう。また、そのような世界は文化
思想を時代的理念とする世界であろう。人間における文化的生き方とは前にも言及
したとおり、人間が具体的事物と接触し、その接触過程で生成された意味を享有し
ながら生きていく生き方である O 人間における文化というものが自分の置かれてい
る環境との、より理想的調和関係を追求する過程だとする時、人間における文化的
生き方の基礎は一次的には自然界を構成する具体的自然物との接触を通して成立す
ると理解される。我々東アジア人の生き方は、西欧人とは異なって、まさにこの自
然物と理想的調和関係を追求してきた過程で成立したといえる。このような意味で、
西欧は文明であり東洋は文化であるといラ言葉を喚起することも可能であろう。
それでは、このような我々自身の文化的遺産と近現代の西欧に対する我々の理解
とを土台にして西欧の現代知性と東アジアの知性がともに受け入れられる文化的生
き方の哲学的背景を我々はどのようにして定立しうるのか。
ν.文化現象と過程学
現代西陣;人における文化的生き方の礎石となった自然とは、現代宇宙物理学など
によって体系fとされた物理的自然である。これに対して現代の東アジア人における
自然とは、彼らが地上の自然物との調和を追求してくる過程でとりまとめた植物中
心の生物学的自然であり、植物の生き方に基づいて成立された道徳的倫理的自然で
ある。ここで我々の第一次的作業は、この二つの自然観を総合し来rしい自然観を定
立し、それを基礎として新しい世界観を確立させることである。
西部:の現代宇宙物理学者の自然観は、近世西岡:のコペルニクスの地動説を始めと
する回転する天体を車rtlにした自然観である。即ち、回転移動してpく天体から構成
された宇密を中心として成立した自然観である問。これに対して東アジアの自然観
は、人間の生の空間を構成する自然物を中心にして成立した自然観である。以上の
二つの自然観を総合して我々の存在を認識してみる時、我々の存在は非存在空間へ
と膨張・消滅していく宇宙内の空簡を我々の存在している地球が移動していくこと
によって限りなく変わっていく地球上の自然物の中で生きていく存在が我々だとい
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う事実を受け入れるようになった附。このような立場から人間における文化とは何
かという潤いを提起してみる持、それは地球が非存在空間との合ーを指向していく
宇富そのものとかみ合って宇宙内空間を移動していく過程において、限りなく変
わってpく地環的環境に対する人間の一つの適応体系として理解される。より具体
的に言って人間における文化とは、地味の移動してpく宇宙内空間の温度とその空
間を編成している重力上の差によって、地球上に起こる変化に対する人間の適応体
系といえる。従って、人間における文化現象と言うものは、地球の宇宙内空間移動
とかみ合って起こるため、人間の文化に対する理解のための接近は地球の宇宙内空
間の移動という認識を車1にしなければならない。このように理解してこそ、地球の
宇宙内空間移動とかみ合って起こる地球上の文化現象がより正確に把握することが
できる。そして、この認識の軌を通して把握した文化理論だけが東と西を超えて地
上の全人間に受け入れられると判断されるのである。東も西も共に受け入れられ、
現在もこれからも受け入れられる一つの普遍的な文化理論とは、全ての人間が事物
との接触過程で生成した意味を持続的、なおかつ豊かに享有していく理論であろ
う。また、それは持続的に事物の意味を生成しその意味を豊かに享有していける、
事物に対する人間の態度定立理論でもある。
前にも言及したように、西郡;のポスト構造主義は、西殴人における存在意味の生
成作用が衰退したり停止したりすることによってその限界牲が現れた。ところで、
意味生成の衰退や停止は認識の主体が認識対象からそれ以上ある速いを認識できな
p場合に生じる。我々の関心がある対象から他のある対象へと移動していく理由
は、ある対象と他のある対象との関に呈される遠いを発見して、それを通してその
関心対象の意味を生成せしめるためである。人間は、自分との接触対象から意味を
生成せしめるための一つの方法として自分の体を限りなく移動させる。しかし、そ
れは認識対象から意味を持続的に生成せしめることのできる理想的な方法ではな
い。なぜならば、肉体的なレベルにしろ意識的なレベルにしろ人間の移動には限界
があり、人間の認識対象も絞られているからである。その持続的な意味生成のため
には、人間がある空間を移動するということはどういうことなのか、人間がある対
象を認識する理由は結局どういうことなのか、といった問いに対する根元的理解を
通して問題を解いていくしかない。
例えば、汽車に乗っていくと、山が見え)11が見える。我々に山が見えるのはその
Mの野原を見ていたからであり、我々に野療が見えるのは、その後のiJJを見ていた
からである。我々に川が見えるのも同じである。我々が野原を見ていたのでそれが
見えたのである。このような現象は、我々が大型スクリーンの前で映画を見る特に
も生じる。前者の旅行は認識対象が速なる空間の前に認識の主体を移動させてお
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り、後者の映画は認識主体の前に認識の対象を移動させているという面でその遣い
があるのみである。しかし、どちらの場合も認識主体や認識対象を変化させ、その
違いを克付けて認識主体と認識対象の意味を生成せしめようとする作業だという意
味ではまったく伺ーである。ここで筆者の指摘したいのは、後期産業社会における
この代表的な意味の生成作業とは人為的なものとして限界があるということであ
る。
しかし、我々が認識の軸を地球の宇宙空間の移動過程として据えた場合には、問
題の様相は変わってくる。我々は、我々の存在の空間である地球上のあらゆる自然
物の世界が温度と重力が異なる宇密空間を時々刻々と移動していくことに従って変
貌していく事実を感知することができる。我々は、このような限りなく変貌してい
く自然物の中でそれと共に変貌していくことにより、また新しい次元の自然物の連:
pを探しだし、人間の存在意味を享有していくことができる。このように見た持、
人間にとって宇宙空間を移動していく地味とは終わりのない意味生成の自動機械で、
あり、非存在空間と合ーを指向していく宇宙こそこのような意味生成の原動力だと
いえる。全地部上のあらゆる文化現象は宇宙の非存在空間との合一過程とその過程
の中における地球の宇宙内空間の移動過程を通して生じるために、以上の二つの過
程を認識の軸にしてそれを理解しなければならない。従って、筆者は原過程(the
Original Process)と名付けられる地球の宇古内空間移動の過程と、大過程 (the
Great Process)と言える宇宙の非存在空関との合一過程を通して地球上で生じる人
間の文化現象の原理を解明してみようとする学問を過程学(17)と命名した。現在、
文学というものが芸術のー領域として認識されるよりも文化のー領域として認識さ
れている状況の中で、地域文化とか韓毘文化とか東アジア文化とかという言葉が幅
広く言われるようになった。ところで、今まで文化現象に対する研究は主に同一言
語や同一宗教といった、限られた人間集岳、あるいは限られたある地域を単位とし
て追究されてきた。この場合、文化現象に対する研究目的はその絞られた人間集団
の文化が他の諸集団のそれとどのように違うのかにその重点が置かれていた。一
方、人類文化という言葉もある。それは我々が諸地域を単位として人間の文化を問
題にしてきたということを示す間語だと言える。ここで筆者が主張したい点は、今
後文化現象に関する研究が今までのようにある特定の人間集団や地域を単位とする
とか、その{冴究の呂的をその特定集団と特定地域における文化的特性を解明すると
ころに重点を震くとかといった立場を捨て、地掠上の全人間や地球を単位とすべき
であり、またその目的も人間と地球との係わり方に関する理解を通して人間牲を解
明するところにその重点を撞くべきだということである。我々の、そういう文化研
究の立場がまさしく過程学なのである。
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v.過程学と過程因子
地部上で起こる人間の文化現象と、その文化現象の原理を究明するために取られ
たこつの過程、つまり大過程と原過程との関係はどのように説明することができる
のか。地球上で、起こる人間の文化現象が大過程と原過程を通して起こったといえる
ならば、それはその二つの過程とどのように関連しているのか。我々は、このよう
な鰐題を究明していくことによって人間における文化現象の本質は何なのか、人間
におけるより豊かな存在の意味をいかにして生成していくかに関して把握すること
ができる。
西欧における生産中心の産業社会文化に対する一般的概念は、人間の環境に対す
る適応体系として定義された。しかし、消費中心の後期産業社会に入り、その概念
は一つの意味体系として定義されてきた。それは、生産中心の産業社会における人
間の生が自然環境や社会的環境に適応していくものとして認識される反面、消費中
心の後期産業社会における人関の生が自然や社会の中で自分の存在意味を享有して
いくものとして認識されたためである。このように見る時、人間における自分の人
生に対する意味の享有体系も、大きく言って、自分の環境に対するより次元の高い
適応体系の一例として見倣す乙とができる。だとすれば、文化がこのように人間の
環境に対する適応、体系として把握される理由は何なのか。この地球上での文化現象
は、たしかに人間を通じて起こる現象である。特に人間の意識現象、及び精神現象
を通じて起こる現象である Oだとすれば人間における意識や精神とは何であろうか。
この地球上における意識や精神現象は生命体を通して成り立つ。もっと具体的に言
えば、これは生命体の生命作用を通して起こる生命現象の一つである。精神が生命
体の中で唯一人間にだけ存在すると言われている人間の精神は生命体における意識
の含蓄形態として理解することができる。
20 世紀初めロシアの生物学者I.P.パブロフ Pavlovは、生理現象の法則から精
神現象を説明してみようとする趣旨で、現在我々に所諾唾液条件反射として知られ
ている実験を行った。彼は、犬にベルの音を鳴らしてから餌をあたえる行為を繰り
返してみると、後ではベルの音だけ鳴っても犬が[]垂液を分泌したという事実を見付
けたのである。我々は、この唾液条件反射実験を通して次のような事実を確かめる
ことができる O まず、犬という一つの生命体におけるベルの音は餌が出るという
つのサインとしてはたらく。何もない犬小屋に罰じ込められている犬にとって人間
が与える餌を食べるという行為は、犬がi当分の生命を維持するための唯一の手段で
ある。それは、犬が犬小屋という特殊な環境の中で生き残るための一つの方法でも
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ある。その犬は、どんな状況で餌が与えられるのかに神経を使わなければならない。
それで神経を使ってp く過程で、犬はベルの音が鳴った後、餌が出るという事実を
体得するようになる。この場合、犬のそのような体得過程は、まさに厳しい環境の
中における一種の適応過程として把握される。この実験で使われたベルの音は、犬
にとって鰐が出るという一つの完全な信号である。実験の要旨はまさにここにあっ
たといえる。郎ち、刺激を与えれると信号の内容に伴うある種の生理現象が引き起
こされるという事実である。この事実は、次のような二つの真理を示している。ま
ずーっは、生命体における意識作用や人間における精神現象は、外部からの反復的
刺激に対する一種の反復的反応、現象ということである O もう一つは、その意識作用
や精神現象は生命体としての人間が自分に与えられた環境に適応してp く過程で形
成されてきたということである。
このような事実に対して唯心論者と観念論者は反対の立場に立つ。唯心論者は、
人間とは霊魂を持つ存在であり、肉体のその内部に存在する霊魂によって誠節され
ていく存在だと把握する。長1ち、彼らは人間というものがその内部に予め一つのプ
ログラムを持っている存在と考える。彼らはそのプログラムを、争1，が外から人間の
体内に吹き込めたという魂や、または細胞・遺伝因子などのようなものとして考え
るかもしれない。しかし、我々はここで次のように彼らを説得してみることができ
る。人間の意識が環境との接触を通して受けた反復的刺激に対する反復的反応に基
づいて形成されたものならば、人間の精神や霊魂は、その反復的刺激に対する反後
的反応が人間の血肉を通して代々伝承される過程で細胞と遺伝記子として蓄積され
て現れた現象として理解される。従って、人間における精神作用や霊的体験も結局
は外部からの刺激に対する高次元の反足5の一つだといえる(問。このような立場から
考えてみると、もっとも経験の多い者が与えられた状況にもっともよく対応できる
という言葉は正しい話だといえよう。人間が動物の中でもっとも頭脳が発達したの
は、地上を移動しながらもっとも多く刺激を受けたからだといえる。
文化現象の主体である人間の意識や精神作用がこのように人間の生命作用と関連
しているならば、人間の生命作用は何を基礎にして生じたのか。人間が他の生命体
と違いがあるといえるならば、それは頭脳が発達し他の生命体より多様な反応様式
を持っているという程度である o すべての生命体の生命作用は物質現象を通して生
じている。従って、地球上のすべての生命体は地球の物質現象を通して成立し展開
してきたといえる。地球は太陽をはじめとした宇宙の無数の星から光を受け、それ
との力学的関係を通して宇苗空間を移動してp く。地主~~は太陽系の銀河!十I心の公・
自転運動をしてpく太陽系とか絶対空調と合ーしてpく宇宙の中のものと絡み合っ
て宇宙空間を移動してpく。地球のこのような宇宙の物理的環境を通して誕生、進
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化していくものが地球上の生命体である。だとすれば、地上の生命体を産出した地
球は、この宇宙の中でどのように成立し、どのような宇宙的環境におかれて、どの
ように宇宙空間を移動して行くのか。
現代宇宙科学者によれば、地球は太陽などから散って来た物質である宇富盛が結
合して誕生したものと言われている。そのように成立した地球が宇宙空間を移動し
ていくというのは、宇宙中の物体との力学的関係と宇宙を構成する光子の散乱現象
とを通してである。ここで力学的関係とは、自分の質量と同様の力で他の物体を引っ
張る力、即ち重力作用をいう。光子の散乱度が高くなればその空間の混度は高くな
り、それが低くなればその空間の満度は低くなる。光子が散乱する空間にある物体
は、熱平衡の原則下で散乱疫が高い空間から低い空間へと移動する。現在の宇宙空
間は、大燦発 (theBig Bang)の際、できた光子ーたちの散乱広場である。即ち、電磁
場なのである。光子の散乱によって繰り広げられる宇宙空間の現在の溺度は、宇宙
外の絶対空間の漏度(-273SC)より約30C高い-2700Cと推定される O
このように見る持、地球は天体の!笥の重力子が作用して宇宙空間を移動していく
存在だと言える。宇'宙空間を構成する光子は、非存在空間といえる絶対空間へと光
の速度で広がってし Eく。地球は、宇宙を構成するこの光子から影響を受け宇宙空間
を移動していく存在である O だとすれば、このように地球を誕生させ、またそれを
変化させていく宇宙とは果たしてどんな存在であろうか言でいえば、我々を支
配する物理的法則が存在する空間を指す。現在地球が処している宇宙は、物質から
成り立つ天体とか物質の最小単位といえる光子などのようなものによって構成され
ている O 物質からなる天体は、中性子よりももっと小さい超高密度・超高温の宇宙
が大爆発を起こし、光子で分解されて絶対空間へと膨張していく過程でその光子た
ちが結合し生成されたものである。光子とは、質量を Oにして振動数をVにして空
間を秒速30万Kmの速度で移動する hv(hはブランク常数)のエネルギーの塊を
いう O この場合、振動数が大きければ波長は短く、振動数が小さければ波長が長
い。従って、光子の振動数がものすごく大きくなれば質量を持つ粒子となって物質
へと変わる。その反面、接動数がものすごく小さくなれば波長が長くなり非在在と
して消滅してしまう。光子はこの宇富空間を直進してpく。その過程で他の光子や
物質と衝突し、ぶつかり合った光子が相手の光子に対して直進、反射、屈折、吸収
などの現象を起こす。それで、光子の振動数が大きくなったり小さくなったりし
て、結局はその光子が粒子、物質となったり空間に消滅してしまったりする。従っ
て、宇宙はこのように物質と光子から成り立ち、現在絶対空間と合ーをなすため繰
り広げられてし Eく過程におかれている存在である。宇宙が非存在との合ーを可能に
するため、大過程と原過程を創出していくというのが、宇宙を構成する光子の特性
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そのものである。そのような意味で、我々は光子を過程因子と命名してみることが
できる。過程因子である光子から成り立つ宇宙のすべての現象も、このように光子
の特性を通して生じる。それゆえに、宇宙の中のすべての物質現象と、それに基づ
いて生じる地涼上の生命現象、その生命現象を通して起こる人間の意識現象と精神
現象、またそれらを通して起こる文化現象いずれの場合も、光子の特性を通して説
明することができる。これと同時に、そのような現象の相互関連性もすべてその特
性を通して説明することができる。光子の特性を通してそのあらゆるものを説明
し、人間のこの世界における生を鳴らかにしていく作業がまさに過程学なのであ
るO
¥11:.過程論的世界観と文化研究
現在我々の存在している世界はまさに、以上のような光子という移動エネルギー
から成り立っている有機的世界である。そのような世界で、我々は本、家具、建築
物、人、森、向こうの山、川、空、太陽などのような個物に屈まれて生きている。
我々が自の当たりにするものを少しだけでも意識してみると、我々はそれらが瞬間
瞬間に変わっていくことを感知することができる。我々があるものを少しだけでも
考えてみると、我々は我々自身がそれらと共に限りなく変わってpく事実を悟るよ
うになる。我々が、このような意識と考えを持って、部屋の窓辺やベンチでそれら
を見つめる行為は、我々が白馬に乗り、一刻一刻と変っていくスクリーンを見つめ
るのと同じことである。万一、現在我々が、熱的散乱疫の異なる宇宙空間をたゆま
なく移動していく地球上に存在しているという事実を考え出すならば、事物を見つ
める我々の視線や考えはまったく変る。我々が窓の外のものを見つめる行為は、
走っている汽車のその中を走っている馬に乗り、一刻一刻と変るスクリーンの画面
を我々が鑑賞するのと同じ行為である。さらに、我々の置かれている地球が非存在
空間と合ーを指向していく宇宙と絡み合って移動していくという事実をもう一度考
えて見ょう。我々がベンチに践を掛けて向こうの山を眺めるということは、航海し
ている船の表面を走っている汽車のその中を走っている馬に乗って、変っていくス
クリーンの額面を見ているのと同じである。我々は実際、夜の海を航海する船の上
で、その上を走る汽車のなかで、その中を走る馬に乗って変っていくスクリーンの
画面の前で生きてpく存在のようなものである。事物の意味が認識主体と認識対象
の空間移動によって作られた違いを識別する過程で生成されるという事実を考慮し
てみる時、もし我々が明確な意識を持って考え心を開いて思索していけば、現在
我々の接している空間は、わざとある意識の対象を探し回らなくても事物の意味が
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無数に飛び出すところだという事実を悟るようになるだろう o 我々にとってある事
物に対-する意識や考えがすぐにその事物の意味へと転換していけるのは、我々が違
いの識別を可能にする変化無双の有機的世界の中で存在しているからである。
だとすれば、このような世界の中で我々が存在の意味を豊かに享有していくこと
のできる方法は何なのか。まず指描できるのは、現在我々が接している変化無双の
有機的世界の実体をより明確に究明し、一つの新しい世界観を定立することであ
る。我々はここでそのような霊界観を過程論的世界観と命名してみる。
西部;は、近代に入って生物学、遺伝の法剤、進化論、科学などの学問を成立さ
せ、それまで対立的であった人間と白然の関係を研究するに至った。その過程でで、人
潤も自然の
うになり、これに反対の立場を取る人間を通して観念論的世界観が成立したのであ
る。唯物論的世界観は、人間の意識対象である自然または白然を構成する物質と、
その物質を認識する意識との関係を定立する際、物質を通して物質と意識を統一さ
せてみようとする立場である。郎ち、我々入閣の置かれている世界は、物質から成
り立っているので物質で統ーできるという立場である。この立場によれば人間の意
識現象も物質現象の一つの発展段措として把握される。これに対して観念論的世界
観は、物質と意識との統一牲を意識の側から求めるという立場である。
一方、この二つの世界観に対して過程論的註界観とは、過程因子である光子に
よって物質と意識が統一できるという立場の世界観である。言い換えれば、物質現
象や意識現象は、光子の直進・反射-屈折によって起こるという立場である。物質
は異なり合う波長を持つ光子が絡み付いて成立し、意識は光子から成り立つ電気化
学的現象によって発生する(問。物質と意識から成り立つ意識現象も光子と物質の
間で起こる直進、反射、届折を通して起こる O 光子は、空間を秒速30万kmで進行
してし五く過程上の存在として特徴づけられる。光子は、そのような進行過程上の存
在であるために、いつも他のものと衝突して様々な物理的現象を引き起こす。意識
を物質によって説明し、物質を意識より援先視する立場の人間を唯物論者だとすれ
ば、物質を意識によって説明し、また意識を物質より優先視する立場の人間を観念
論者と言える。これに対して、筆者は物質でもなく意識でもない光子で物質と意識
を説明できるという立場の人間である。このような意味で筆者は過程論者であると
言える。筆者がここで言おうとすることは、過務論者によってのみ、我々の霞かれ
ている有機的世界が我々の存在意味を生成せしめる自動機械として認識できるとい
うことである。
人間の構神現象、社会現象、物質現象の法員Ijを弁証法的に説明しようとする立場
がある。弁証法的唯物論者がそれで、ある。弁証法とは、正、反、合の原理を介した
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自然・社会・思惟の一般的運動法制と発展法民Ijをpう。近代以後、弁証法はマルク
スとレーニンなどによって唯物論的弁証法として擁立された。この場合における弁
証法は、意識から独立した客観的実在の普遍的運動法則と発展法員Ijを意味する客観
的弁証法と、客観的実在が人間の意識と忠J惟に反映された主観的弁証法に区別され
る(20)。ところでここで筆者の言いたいことは、物質現象、社会現象、精神現象を
説明しようとする弁証法の正、反、合の涼浬が、光子の直進、衝突、反射の法制に
基づくということである。言い換えれば、弁証法の原理は光子の特牲を過して成立
したとも言える。マルクス、レーニンの唯物論的世界観が、弁証法的唯物論に基づ
いて成立したというならば、筆者の過程論的世界観は、光子的過程論に基づいて成
立したと言える。
このような過程論的世界観を土台にして、我々人間が変化無双の有機的世界の中
に存在しているという事実を観念化させて、それを一つの思想として確立していく
ことである。そして我々はその思想に基づき人間の存在環境である有機的世界との
より理想的調和関係を結ぶべきである。そうするためにはまず我々の意識が宇宙に
出てそこから地球を見下ろし、また宇宙の外の非存在空間に出て宇密を見下ろす視
覚を確立させることである o その次、我々はそれを通して我々の心の中に宇宙と地
球を安置させていくことである。そうすることによって、我々は我々人間と地球と
宇宙との精神的次元の有機的関係を結んでいくことができるのある。「私は地球の
上の存在でありまた地球は私の心の中の存在である。また私は宇宙の中の存在であ
り、また宇宙は私の心の中の存在である」という認識を観念化し、私の心の中にあ
る宇宙を私ぐらい育てていき、またその宇宙の中の地球の上にいる私を地球や宇宙
ぐらい育てていくのである。そのような作業を通して、私が地球や宇宙であり、そ
れらが私である境地を確立させていくのである。そのためには、まずデカルト式の
認識方法、郎ち「私」を通してとか「私jを中心として、つまり f私Jを認識の軸
にして事物を意識しようとする立場を捨てなければならない。その代わり、地上で
起こる現象を認識する時は、非存在との合ーを志向していく宇宙と、またそれと絡
み合って回転してp く地球とを認識の~qlJとしなければならず、宇宙で、起こる現象を
認識するu寺は、非存在との合ーを志向し)膨張していく宇富を認識の軸にしなければ
ならない。言い換えれば、地上で起こるある現象を認識したり理解しようとする時
は、膨張していく宇宙とそれと絡み合って回転してpく地球とを通してそれを意識
したり認識しようとしなければならない。また、宇宙でソ起こるいかなる現象も膨張
していく宇宙を通して理解しなければならないというのである。
その理由は、次の通りである。人間の認識は、物質としての人間の宇宙体験と生
命体としての人間の地球体験を通して形成されてきた。人間があるものを認識する
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というのはそのような体験過程で形成された認識を通して成り立つ。この場合の認
識とは、認識の表層だけでなく、それの深層に内在された潜在意識や無意識の部
分、そして認識の型までも指すものである。事実、我々は現在の私を軸にして事物
を意識する。従って、私のある物に対して意識するということは、現在私の関心を
通してその物を意識するということになる。しかし、我々が膨張していく宇宙とそ
れとかみ合って回転してpく地球とを軸にしてある物を意識する場合、それは人間
のすべての体験、言い換えれば、人間の現在までのすべての関心を通してその物を
意識することになる。もとから宇宙のすべてのものや地球上のすべてのものがその
非存在との合ーに向かつて変ってpく宇笛と地球を通じて形成されてきたばかりで
なく、それらを認識する人間の意識もそれらを体験してしミく過程で形成されたので
ある。だからこそ、我々が一番正確で客観的に物事を認識するためには、膨張して
pく宇宙や回転していく地球を軸にして事物を認識しなければならない。我々が宇
宙の膨張過程と地球の移動過程という二つの過程を通して事物を認識しようとする
場合に根って、我々は初めて我々の認識を構成するすべての部分を働かせることが
できるのである。また、その場合には我々のすべての認識がよみがえり、あるもの
を認識する時は勿論、認識しない場合さえも、我々は自分を取り巻いている事物と
総体的につながることができる O 言い換えれば、我々が自分を取り巻いている事物
を認識する持、現在の我々を軸にして事物を認識する場合より、我々と宇宙との
もっとよい理想的調和関部がもたらされるのである。
我々がそのような立場に基づいて事物を認識する場合、もっと理想的な調和関係
を得られるとpう論理的根拠はどこにあるのか。それは、人類や生命体がこの地上
で生まれる以前から我々が物質状態で宇宙を経験してきたから我々が現在宇宙を認
識できるし、我々がその問地球体験をしてきたから我々が地球上で起こるすべての
現象を認識できるということである。このような意味で、我々が大過程と原過程を
車IUにして事物を認識する場合にこそ、もっとも健全で豊かな事物の意味生成作業が
可能になり、その作業によって初めて我々と宇密との理想的調和関係が結ばれるこ
とができる。我々に与えられた諒題は、我々がこの有機的世界を権成する物たちの
差異とそれらの有機的関係を究明し、それに関する知識を通して我々の存在を有機
的世界と調和させていくことである。もしそのぷうに認識しないとすれば、我々は
L功 hなる方法でそれらの差異とそれらの有機的関係を究明し得るのだろうか。
人間と人簡を取り巻いている|立界と接触したり Ilj~会ったりするのは、世界を構成
する具体的な認識対象を通してである。そのような認識対象は認識主体にどんな意
味を指示するのか。西散の 20世紀記号論者は、その認識対象を記号と命名してき
た。筆者も人間におけるすべての認識対象とは、人間にある意味を指示するという
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立場を受け入れている。しかし、筆者は人関における認識対象を必ずしも記号と1予
ばなければならない理由はどこにもないと考える。というのは、我々にはまずそれ
が慣れていない言葉だからである。筆者は、記号という言葉の代わりに f表現jと
いう言葉を使っても構わないと思う。なぜならば、我々におけるある認識の対象と
は、必ず我々にある意味を指示するといえるからである。このように考えた時、
我々人間における世界は無数の事物の表現から構成されているといえる。従って、
我々が世界と接触したり出会ったりするというのは表現を通して成し遂げられる。
その接触や出会いの意味も、表現差異の分別を通して生成されてpく。我々のある
物に対する知識もそれと異なる物との表現の差異の知覚を通して成り立つ。我々
は、そのような表現を通して我々を取り巻く世界に入り、それとの合ーを追求して
いくことができるし、また、その過程で我々の中に入ってきた世界を育てていくこ
とができる。このような側面から考える時、東アジア主導の 21世紀における文化
研究とは表現に対する研究がその中心になる展望である。
? ?
(1 ) 筆者における「過程学」の研究は、 1980年代初めから筆者の専攻分野[一般文
学理論j“官leoryof General Literature"を通して「文学における過程」につい
て注毘したのがその出発点で、ある。 1990年に入ってからは「文化現象における
過程」に注目し始め、「過程Jの立場で文化現象の本質とその原理を追求して
きた結果で r21世紀文化理論過程学J(ソウル:教保文庫、 1996.2) を発表し
た。拙著の出版の準備過程で文芸理論研究会編 f過程学と文芸理論j(セソン
l出版社)のシリーズが 1992年 2]=Jから年鰐 2@ずつ出版された。一方、その後
f第 50集最新時事常識j(ソウル:ノfクムンガク、 1996.6)の「新用語・重要
用語J欄や、韓国の様々な雑誌などで「過程学(processology)Jという言葉が
取り扱われ、この「過程学jという言葉を造り出した本人にいろいろなところ
から「過程学とは侍かjという質問が出された。本稿はそのような質問に答え
る一方法としてその「過程学jの成立背景と成立論拠、本学問の研究対象と研
究方法などを中心にわかりやすく作成したものである O
(2) 産業社会から後期産業社会への転換は、一般的に冷戦体制の解体、共産主義社
会運動退潮、脱理念、中産階級の形成、高度成長の終君、市民・住民運動の全
国的拡散、私生活の拡大などを通じて成り立ったと言われる。
(3) Max Weber rプロテスタンテイズムの倫理と資本主義の精神j(パクジョンス
訳、ソウル:文芸出版社、 1990)25 ~ 26頁。
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(4) Fredric J ameson rポストモダニズムと消費社会jキムウックドン編『ポストモ
ダニズムの理解J(ソウル:文学と知性社、 1990)241 -244頁。
(5) 一般的に西欧でのポストモダニズムは、後期産業社会の文化的論理として理解
され、資本主義対社会主義の立場で産業社会の展開様相を把握しようする者に
は、それが社会主義に対するイデオロギー的対抗者として理解される。
(6) Ihab Hassan rポストモダニズム概論j(ジョンジョンホ他編、ソウル:ハンシ
ル出版社、 1991)174 -175頁。
(7) Jacques Derrida， 01 Grammatology， translated by G.C.Spirak， The Johns 
University Press， 1976， pp.31 ~ 32 
(8) Jacques Derrida， Margins 01 PhilosoPhy， translated by Alan Bass，τbe U niversity 
of Chicago Press， 1982， p.45 
(9) 上期書、 pp.1-5 
(1的 Jean-FrancoisLyotard rポストモダニズムとは何かjキムウックドン編 fポス
トモダニズムの理解J(前掲)、 280頁参照
(l) lHabermas rモダニティとポストモダニティ J(上国書)287 -289頁参照
(12) Richard Ror匂"Is Derrida a Transcendental PhilosoPher?， inDERRIDA.A Crz"tical 
Reader， Ed. by David Wood， Uk:Blackwel1 Publishers， 1992， pp.1 -4 
(ゆ Chris J enks， r文化とは何かJ(キムユンヨン訳、ソウル:現代美学社、 1996)
21頁。
(14) 地球上の人類文化の中心は!日石器時代のアブ J)カ大陸、新石器時代の西アジア
地方、古代のギリシャ地域、中世のローマ地域、近代 18-19世紀の西ヨーロッ
パ地域、現代20世紀のアメリカ大陸へと移ってきた。それは中心文化留とi味接
している周辺文化圏の人々が中心文化留の文化を取り入れ自分たちの文化と接
合させ、自分たちのそれよりももっと強い文化、却ち、より普遍的文化を作り
出すことによってであった。近代目世紀後半以来東アジアの人々は海の向こう
側の異文化を一生懸命受け入れた。そして彼らはそれを自分たちのそれと接合
させて海の向こう測のものより遥かに強いものを作り出すことができるように
なった。その結果、今後地球上の人類文化の中心は当然アメリカ大陸よりユー
ラシア大誌の東岸へと移るようになっていた。
(15) 現代物理学で言われる宇宙とは大小さまざまな天体、宇宙塵、光などの移動す
る諸存在でなされるものをさす。
(1時 非存在空間とは天体、宇宙襲、光などの諸存在で構成された宇宙を取り囲んで
いる空間。物理学では絶対空間とも言う。絶対空間は我々を支配している物理
的法則に適用されない所なのでそれがどのように生成されたのか我々としては
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分からないo
(17) キムチェスウ f21世紀文化理論過程学j(ソウル:教保文雄、 1996)162頁。
(18) へーゲル，の場合、彼は彼の f歴史哲学講義iで歴史の究極的主体を世界精神
Weltgeistと呼び、その精神の本質を人間の自由意志として把握している G 彼は
世界史を成立震関させてきた世界精神は、人間の自由意志が古代に東方の中国
からヨーロッパに移動してきた過程を通じて成立したものだと把握している。
側 John R. Anderson f認知心理学(イーヨンエ訳、ソウル;ウルユ文化社、 1995)
26 -27頁。
側 Gustav A. Wetter r弁証法的i唯物論j(カンジェユン訳、ソウル;明文堂、 1988)
347 -349頁参照。
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